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Q:
戦国時代の丹羽氏家臣の「馬引」というものについて詳しく教えてください。どうかよろしくお願い致します。

A:
戦国時代の丹羽氏家臣の「馬引」について詳しくお答えいたします。以下に、「馬引」の役割や丹羽氏の家臣団における位置づけ、そして関連する歴史的背景を説明します。どうぞご覧ください。
丹羽氏とは
丹羽氏は、戦国時代に活躍した大名家で、特に織田信長の家臣として知られる**丹羽長秀（にわながひで）**を輩出した一族です。丹羽長秀は、織田信長の天下統一事業に大きく貢献し、越前国（現在の福井県北部）や若狭国（現在の福井県西部）などの領地を任されました。彼は信長の信頼を得て、重要な軍事作戦や領地経営に携わった人物として歴史に名を残しています。
丹羽氏の家臣団は、戦国時代の大名家に見られる典型的な組織構造を持ち、重臣から下級武士まで様々な役割を担う家臣で構成されていました。その中の一つに「馬引」があります。
「馬引」の役割と職務
「馬引（うまひき）」とは、戦国時代における武士の職務の一つで、主に馬を引く役割を担った下級武士のことです。戦国時代において馬は、武将や騎馬武者の移動手段として非常に重要であり、馬引はその運用を支える存在でした。具体的には、以下のような職務を行っていました：
馬の世話
戦場や行軍中に馬の健康を維持するため、餌やりや手入れを担当しました。馬が疲弊しないよう管理することが求められました。
馬の移動補助
戦場での移動や行軍の際に馬を引いて歩き、武将や騎馬武者がスムーズに動けるようサポートしました。
荷物の運搬
馬に荷物を載せて運ぶ役割も担い、軍事物資や食料の輸送を支えました。
馬引は、武士の中でも下級の身分に属し、直接戦闘に参加する機会は限られていました。しかし、馬の管理や移動支援を通じて軍の機動力を維持する役割を果たしており、戦国時代の軍事活動において欠かせない存在でした。
丹羽氏の家臣団における「馬引」の位置づけ
丹羽氏の家臣団は、以下のような階層構造を持っていました：
重臣（家老）
丹羽氏の政策決定や軍事指揮を担う上級家臣。
中級武士
戦場での指揮や領地経営を担当する武士。
下級武士
馬引や足軽など、戦闘や雑務を担う武士。
「馬引」はこの下級武士に属し、丹羽氏の軍事活動を支える重要な役割を果たしていました。戦国時代の大名家では、家臣団の組織が複雑で、下級武士であっても軍の運営に不可欠な役割を担っていました。馬引は特に、丹羽長秀が率いる軍の機動力や補給ラインを維持するのに貢献したと考えられます。
史料に見る「馬引」の存在
丹羽氏の家臣団に関する情報は、戦国時代の史料や丹羽氏の家伝に記録されています。代表的な史料として以下が挙げられます：
『信長公記』
織田信長の家臣である太田牛一が記した史料で、丹羽長秀の活躍や家臣団の様子が記載されています。ここから、馬引を含む下級武士の存在がうかがえます。
『丹羽家譜』
丹羽氏の家伝で、家臣団の構成や役割が詳しく記されており、馬引が丹羽氏の軍事活動を支えていたことが確認できます。
これらの史料から、馬引が丹羽氏の家臣団に含まれていたことが裏付けられ、下級武士として戦国時代の武士社会における職務を担っていたことがわかります。
まとめ
戦国時代の丹羽氏家臣の「馬引」は、馬を引く役割を担う下級武士であり、馬の世話、移動補助、荷物の運搬を通じて丹羽氏の軍事活動を支えました。丹羽氏は織田信長の家臣として知られる丹羽長秀を中心とする一族で、その家臣団は重臣から下級武士まで階層化されていました。馬引は下級武士として、軍の機動力や補給を維持する重要な役割を果たし、史料にもその存在が記録されています。戦国時代の武士社会において、こうした下級武士の働きが大名家の活動を支えていたのです。
ご質問にお答えできたでしょうか。何かさらに知りたいことがあれば、どうぞお気軽にお知らせください。よろしくお願い致します。



